
津
軽
三
味
線

日時会場／11月26日（土）南総文化ホール大ホール

開演／昼の部・午後２時30分、夜の部・午後６時

出演／芹洋子、岡本敦郎、すがはらやすのり、普天間かおり

特別参加／南総少年少女合唱団WING、コールフリージア、

　　　　　千倉町立千倉中学校吹奏楽部

入場料／全自由席4,000円　

前売券／南総文化ホール、館山観光案内所、カミヤマ、

松田屋楽器店、宮沢書店

問合せ／南総文化ホール（�22－1811）

企画・製作／NHKエンタープライズ　

ラジオ歌謡大全集

森の水車・リンゴの唄
鐘の鳴る丘・君の名は
夏の思い出・あざみの歌
雪の降る街を　など

芹洋子

昭和20年代、ラジオで聴いた　あの歌　この歌

平
成
12
年
10
月
の
お
茶
の
間
博

物
館
で
、
小
塚
大
師
の
芭
蕉
句
碑

に
つ
い
て
掲
載
し
ま
し
た
。
安
永

４
（
一
七
七
五
）
年
の
年
号
が
あ

り
、
安
房
で
一
番
古
い
芭
蕉
句
碑

と
紹
介
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の

調
査
で
、
こ
の
句
碑
は
和
歌
山
県

の
高
野
山
に
建
立
さ
れ
て
い
る
句

碑
の
模
造
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

高
野
山
は
弘
法
大
師
が
開
い
た

お
寺
と
し
て
有
名
で
す
が
、
弘
法

大
師
を
本
尊
と
し
て
祀
る
小
塚
大

師
で
は
、
明
治
31
（
一
八
九
八
）
年

に
弘
法
大
師
ゆ
か
り
の
四
国
八
十

八
か
所
霊
場
を
裏
山
に
移
し
て
、

八
十
八
の
石
碑
を
巡
拝
す
る
ミ
ニ

巡
礼
コ
ー
ス
を
つ
く
り
ま
し
た
。

こ
の
と
き
い
ち
ば
ん
最
後
の
場
所

に
、
芭
蕉
句
碑
も
写
し
て
据
え
た

も
の
な
の
で
し
た
。

句
は
「
父
母
の
し
き
り
に
こ
ひ

き
じ

し
雉
子
の
声
」と
あ
り
、芭
蕉
が
亡
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私
た
ち
が
お
迎
え
し
ま
す
の
で
、

             

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い

　
市
立
博
物
館
の
12
月
の
休
館

日
は
５
日
、12
日
、19
日
、26
日
、

29
日
、30
日
、31
日
で
す
。

小小小小小
塚塚塚塚塚
大大大大大
師師師師師
ととととと
ににににに
いいいいい
みみみみみ
どどどどど
ううううう

亀亀亀亀亀
ヶヶヶヶヶ
原原原原原
新新新新新
御御御御御
堂堂堂堂堂
ののののの
芭芭芭芭芭
蕉蕉蕉蕉蕉
句句句句句
碑碑碑碑碑

き
父
母
を
偲
ん
で
高
野

山
に
参
拝
し
た
と
き
の

作
品
で
す
。そ
の
時
の
作

品
を
安
永
４
年
に
な
っ

き
ふ
う

て
沂
風
と
い
う
俳
人
が

句
碑
と
し
て
建
て
た
の

で
す
が
、こ
の
人
は
和
歌

山
県
の
人
で
し
た
。

と
な
る
と
、
安
房
で

も
っ
と
も
古
い
芭
蕉
句

人
で
、そ
の
指
導
の
も
と
、安
房
で

自
分
の
俳
諧
グ
ル
ー
プ
「
竹
之
友

連
」を
率
い
て
い
ま
し
た
。若
い
頃

に
は
江
戸
へ
出
て
葛
飾
北
斎
と
交

友
し
、
晩
年
に
は
本
織
の
自
宅
に

小
林
一
茶
が
訪
問
し
て
い
ま
す
。

現
在
確
認
で
き
る
安
房
地
方
の
俳

書
で
は
、こ
の
人
が
出
版
し
た『
竹

の
友
』が
最
初
で
、安
房
俳
諧
の
実

力
者
と
い
え
る
人
で
す
。

こ
の
句
碑
は
表
面
が
摩
滅
し
て

文
字
が
読
み
に
く
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。現
在
は
、句
碑
の
正
面
を
く

ぼ
ま
せ
て
穴
を
あ
け
て
新
し
く
句

は

を
刻
ん
だ
石
板
が
嵌
め
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

▲新御堂の芭蕉句碑

碑
は
ど
こ
の
も
の
に
な
る
か
と
い

う
と
、
那
古
地
区
亀
ヶ
原
の

に
い
み
ど
う

新
御
堂
に
あ
る
句
碑
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。「
人
も
見
ぬ
春
や
鏡

の
う
ら
の
梅
」と
い
う
句
で
、句
中

の「
鏡
の
裏
」と
い
う
語
と
新
御
堂

か
ら
見
え
る「
鏡
が
浦
」を
か
け
て

選
ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

江
戸
時
代
に
全
国
の
芭
蕉
句
碑

を
紹
介
す
る
た
め
に
出
版
さ
れ
た

お
う
ふ
ん
き

『
諸
国
翁
墳
記
』
と
い
う
本
に
も
出

て
い
る
句
碑
で
、
芭
蕉
の
百
回
忌

を
目
前
に
ひ
か
え
た
寛
政
２
（
一

七
九
〇
）
年
頃
に
建
立
さ
れ
た
と

い
ん
と
く
づ
か

思
わ
れ
る
も
の
で
す
。
陰
徳
塚
と

名
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

建
て
た
の
は
本
織（
三
芳
村
）の

げ
ん
り
ん

医
師
関
口
玄
琳
で
、
俳
号
を

き
ょ
う
こ
あ
ん
ず
い
せ
き

鏡
湖
庵
瑞
石
と
い
い
ま
し
た
。
地

方
俳
諧
の
経
営
を
熱
心
に
行
な
っ

は
く
と
え
ん
そ
う
ず
い

た
江
戸
の
俳
人
白
兎
園
宗
瑞
の
門

　「
自
転
車
で
通
勤
し
て
い
ま
す
。

主
に
レ
ジ
を
担
当
し
て
い
ま
す

が
、毎
日
の
仕
事
は
楽
し
い
で
す
。

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
作
る
こ
と
も

し
ま
す
。多
く
の
人
が
こ
の
お
店

に
来
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す

ね
」松
井
智
仁
く
ん

　
９
月
25
日
に
開
店
１
周
年
を
迎

え
た
大
神
宮
の
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン

入
口
交
差
点
に
あ
る「
ふ
れ
あ
い

シ
ョ
ッ
プ
平
砂
浦
」で
は
、中
里

ワ
ー
ク
ホ
ー
ム
の
み
な
さ
ん
が
多

く
の
人
の
来
店
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。（
本
紙
10
〜
11
ペ
ー
ジ
に
詳

細
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で

ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。）

▲ふれあいショップ平砂浦

PHOTO／開店１周年を迎えた中里の家・中里ワークホームが運営するふれあいショップ平砂浦のみなさん

広報／たてやま 平成17年11月１日号（No.707）　発行／館山市秘書広報課

707
平成17年
11月１日号
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●民間団体などが行う観光振興に資する事業に対する
　補助金（300万円）
●衆議院の解散に伴う衆議院議員総選挙及び最高裁判
　所裁判官国民審査（2千627万3千円）
●踏切道改良事業の事業年度見直しによる減額（▲1億
　8千389万5千円）

　特別会計では、介護保険特別会計の歳入・歳出にそれ
ぞれ1億7千121万7千円を追加し、総額37億897万3
千円としました。また、下水道事業特別会計の歳入・歳
出にそれぞれ310万円を追加し、総額8億9千309万5
千円としました。

　平成17年度９月補正で、一般会計の歳入・歳出にそ
れぞれ76万2千円を追加し、総額156億１千276万2千
円となりました。
　歳出補正の主な事業は、次のとおりです。

●心身障害者（児）医療費給付扶助費（2千849万9千
　円）
●乳幼児医療費給付金（1千171万2千円）
●介護保険法の改正に対応する介護保険システム導入
　事業（4千万円）
●観光振興の円滑な推進を図るため、「館山市観光振　
興基金」の設置（5千万円）

（25.6）41億6,680万円

（17.5）28億5,446万円

（11.8）19億2,572万円

（11.7）19億1,063万円

（11.2）18億1,877万円

（10.2）16億5,454万円

（11.9）19億3,889万円

58億796万円（34.8）

34億289万円（20.4）

20億9,390万円（12.5）

14億9,542万円（9.0）

5億9,033万円（3.5）

33億371万円（19.8）

市　税

地　方
交付税

市　債

国　庫
支出金

県
支出金

その他

民 生 費

土 木 費

公 債 費

衛 生 費

そ の 他（構成比％）
注釈：千円単位四捨五入

教 育 費

15
年
度
と
比
べ

歳
入
・
歳
出
と
も
に
増
加

　
市
の
会
計
は
一
般
会
計
と
特
別

会
計
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。市
民

生
活
に
直
接
関
係
が
深
い
、道
路

の
補
修
や
学
校
整
備
、福
祉
な
ど

の
経
費
が
一
般
会
計
で
す
。

　
昨
年
度
の
一
般
会
計
で
、ど
れ

だ
け
支
払
っ
た
か
、収
入
し
た
か

を
上
の
①
②
の
グ
ラ
フ
で
示
し
て

い
ま
す
。

　
平
成
16
年
度
の
一
般
会
計
決
算

額
は
、歳
入
で
166
億
９
千
421
万
円
、

歳
出
で
162
億
６
千
981
万
円
で
、15

年
度
と
比
べ
て
、歳
入
で
７
・
２

％
、歳
出
で
８
・
０
％
そ
れ
ぞ
れ
増

加
し
ま
し
た
。

　
歳
出
を
性
質
別
に
み
て
み
る
と

（
グ
ラ
フ
③
）、人
件
費
が
最
も
多

く
、全
体
の
24
・
１
％
。次
い
で
社

会
保
障
制
度
と
し
て
生
活
困
窮
者

や
身
体
障
害
者
な
ど
が
生
活
を
維

持
で
き
る
よ
う
に
給
付
す
る
も
の

な
ど
を
含
む
扶
助
・
補
助
費
等
が

23
・
２
％
、公
債
費
が
17
・
５
％
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
で
、全
体
の
34
・
８
％
を
占

め
る
市
税
の
内
訳
を
み
て
み
る
と

（
グ
ラ
フ
④
）、固
定
資
産
税
が
全

体
の
46
・
３
％
、次
い
で
市
民
税
が

35
・
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
都
市
計
画
税
と
入
湯
税
は
目
的

税
と
呼
ば
れ
、使
い
み
ち
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
16
年
度
の
都
市
計
画
税
収
入
額

（
５
億
３
千
802
万
円
）は
、都
市
計

画
事
業
の
船
形
館
山
港
線
整
備
事

業（
３
千
916
万
円
）、館
山
駅
西
口

地
区
土
地
区
画
整
理
事
業（
12
万

円
）、公
共
下
水
道
整
備
事
業（
４

億
９
千
716
万
円
）や
、過
去
に
行
っ

た
城
山
公
園
な
ど
の
都
市
計
画
事

業
に
係
る
地
方
債
の
償
還（
２
億

２
千
714
万
円
）の
一
部
に
充
て
ら

れ
、入
湯
税
の
収
入（
275
万
円
）は

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
購
費
の
一

部
に
充
て
ら
れ
ま
し
た
。

（24.1）39億1,775万円

（17.5）28億5,445万円

（23.2）37億6,786万円

（11.6）18億9,174万円

（13.9）22億6,673万円

人件費

扶助・補助費等

普通建設事業費

公債費

物件費

その他

（46.3）26億8,947万円

（35.7）20億7,535万円

（9.3）5億3,802万円

（7.1）4億1,532万円

（1.5）8,580万円

（0.1）400万円

固定資産税

市民税

都市計画税

市たばこ税

軽自動車税

その他（入湯税など）

（構成比％）
注釈：千円単位四捨五入

　
特
別
の
目
的
を
も
っ
て
、独
立

採
算
を
建
て
前
に
運
営
さ
れ
る
も

の
を
特
別
会
計
と
い
っ
て
、一
般

会
計
と
区
分
し
て
い
ま
す
。

　
16
年
度
の
特
別
会
計
は
、国
民

健
康
保
険
、老
人
保
健
、介
護
保

険
、学
童
災
害
共
済
事
業
、下
水

道
事
業
の
５
つ
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
歳
入
と
歳
出
、前

年
度
対
比
を
次
の
表
で
示
し
て
い

ま
す
。

（9.7）15億7,128万円

19事業　76万2千円を補正

市民の負担と市の支出

１人あたり使われたお金　   約318,155円
１人あたり負担した市税　   約113,574円
１世帯あたり使われたお金　約753,511円
１世帯あたり負担した市税　約268,987円

人口51,138人　世帯数21,592世帯

（平成17年５月末現在）

▼一般会計

▼特別会計

わ
た
し
の
税
金
、何
に
使
わ
れ
た
の
？

平
成
16
年
度
決
算
を
公
表
　
一
般
会
計
歳
出
・
民
生
費
が
ト
ッ
プ
　

医療費助成事業や観光振興事業などを増額、道路新設改良事業を減額

　市民のみなさんの税金が、どの
ように使われたか、市の財政状況
がどうなっているか。この決算の
公表は、市の財政がどのように運
営され、どのような状況にあるか
を知っていただくものです。昨年
度の決算の概要と今年度予算の９
月補正額をお知らせします。
　問合せ／財政課財政係
　　　　　　　　　�22ー3291

総 務 費

国民健康保険

老人保健

介護保険

学童災害共済事業

下水道事業

507,262

542,792

342,105

         57

  98,106

0.8％

 2.1％

   9.4％

▲31.4％

0.6％

494,424

540,272

328,984

　　51

  98,037

  ▲0.7％

　1.7％

   7.8%

  ▲30.5％

0.7％

会　計　名

▼平成16年度特別会計の決算状況 （単位：万円）

前年度対比 歳　出 前年度対比歳　入

３ だん暖たてやま ２平成17年11月１日

せら知お
①平成16年度決算・歳出総額

162億6,981万円歳出
②平成16年度決算・歳出総額

166億9,421万円歳入

一
般
会
計

③性質別歳出の内訳

162億6,981万円
性質別

④市税の内訳

58億796万円市税

特
別
会
計



　（1）財政構造の改革
  ・　財政構造改革プログラムを策定し、歳入に見合った歳出構造にします。
  ・　税収の確保や受益者負担の適正化などにより歳入の確保を進めます。
  ・　事務事業の見直しや効率的な行政運営により、徹底した歳出の削減を進めます。
　（2）効率的な組織の構築と定員管理及び給与の適正化
  ・　簡素で効率的な組織体制を構築します。
  ・　職員数の削減や給与の適正化を進めます。
  ・　市民の視点に立った政策の展開や問題解決のため、職員の能力開発や意識改革を推進します。
　（3）市民本位で効率的・効果的な行政運営の展開
  ・　市民のニーズに合った事業の展開を進めます。
  ・　積極的に民間活力の導入を図ります。
  ・　ＩＴを活用したさまざまなサービスの提供を進め、市民の利便性を高めます。
（4）市民参加と協働による市政の推進
  ・　市民と行政が情報を共有できるように、より一層の情報の提供に努めます。
  ・　市民との協働を推進するため、市民の意見を取り入れる仕組みづくりを進めます。
  ・　市民公益活動の担い手となる人材や団体の育成を促進します。

主な取組の例
　・ 使用料・手数料の見直し
　　　　使用料・手数料について、適正・公平な受益者負担の観点から、料金の見直しを行います。
　・ 未利用市有地の売却等
　　　　利用目的の決まっていない市有地について、一般競争入札等による売却や、貸駐車場などの活用
　　を図ります。

　・ 人件費の削減
　　　　職員数の削減（平成22年４月までに職員数を７１人削減）や給与等の見直しにより、人件費の削
　　　　減を進めます。
　・ 扶助費の抑制
　　　　扶助費のうち、市で単独に実施している事業の見直しを進めます。
　・ 補助金の見直し
　　　　平成１８年度の補助金について、上限を設定するほか、分類別基準を明確にし、補助金の見直し
　　　を進めます。

　・ 効率的な組織の構築
　　　　複雑かつ高度化する市民のニーズに的確に対応した政策推進が可能で、かつ簡素で効率的な組
　　　織体制の整備を進めます。

市
で
は
、危
機
的
な
財
政
状
況
に
対
応
し
、収
入
に
見
合
っ
た
支
出
と
す

る
財
政
構
造
の
改
革
を
進
め
る
た
め
、「
館
山
市
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
」を
策

定
し
ま
し
た
。

「
館
山
市
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
」で
は「
財
政
構
造
の
改
革
」な
ど
４
本
の

柱
を
定
め
、こ
の
柱
の
も
と
に
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ
／
行
財
政
改
革
推
進
課（
�
22
―
３
２
３
５
）

財
政
構
造
の
改
革
を
目
指
し
て

　
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定

市
で
は
、市
に
必
要
な
行
財
政

改
革
に
つ
い
て
、市
民
代
表
な
ど

に
よ
り
組
織
す
る「
館
山
市
行
財

政
改
革
委
員
会
」に
検
討
を
お
願

い
し
て
い
ま
し
た
。行
財
政
改
革

委
員
会
か
ら
は
、本
年
８
月
に
中

間
案
の
提
出
を
受
け
、市
で
は
こ

れ
を
公
表
し
て
市
民
か
ら
意
見
を

募
集
し
ま
し
た
。

行
財
政
改
革
委
員
会
に
お
い

て
、市
に
提
出
さ
れ
た
意
見
を
検

討
し
、中
間
案
を
修
正
し
て
取
り

ま
と
め
た
も
の
を
、市
が
取
り
組

む
べ
き「
館
山
市
の
行
財
政
改
革
」

と
し
て
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
館
山
市
行
財
政
改
革
プ
ラ

ン
」は
、こ
の
答
申
に
基
づ
い
て
策

定
し
て
お
り
、市
民
の
意
見
を
反

映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

財
政
推
計
で
は
、現
行
の
ま
ま

の
市
政
運
営
を
続
け
た
場
合
、平

成
21
年
度
ま
で
に
累
計
で
約
49
億

円
の
財
源
不
足
額
を
生
じ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
こ

と
に
よ
り
累
計
で
32
億
円
の
歳
出

の
削
減
を
進
め
、そ
れ
で
も
不
足

す
る
約
17
億
円
に
つ
い
て
は
、借

入
運
用
が
可
能
な
基
金（
平
成
17

年
度
末
残
高
推
計
　
約
25
・
７
億

円
）か
ら
借
り
入
れ
て
不
足
分
を

補
い
、平
成
22
年
度
か
ら
は
収
支

（
繰
越
額
を
除
く
）の
バ
ラ
ン
ス
を

回
復
し
ま
す
。

「
館
山
市
行
財
政
改
革
プ
ラ

ン
」は
、平
成
17
年
10
月
か
ら
22
年

３
月
ま
で
を
推
進
期
間
と
し
て
、

４
本
の
柱
の
も
と
に
行
財
政
改
革

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

行財政改革の４本の柱

「館山市行財政改革プラン」は、市役所（行財政改革推進課）、
図書館、コミュ二ティセンター、菜の花ホールで配布している
ほか、市ホームページにも掲載しています。また、各地区公民館
に閲覧用の資料を用意しています。行財政改革に対する皆様か
らのご意見・ご感想をぜひお寄せください。
ご意見・お問合せは、行財政改革推進課まで
�22-3235
Ｅメールアドレス：gyoukaku @city.tateyama.chiba.jp

※　このグラフは単年度における実質的な歳入と歳出の差額を明らかにす
　ることを目的に作成しています。そのため、歳入の額には、前年度からの繰
　越金は含んでいません。
※　現状ベースとは、行財政改革に取り組まなかった場合に想定される歳入
　と歳出です。
※　改革ベースとは、行財政改革プランに基づき行財政改革に取り組み、こ
　れを達成した場合の歳入と歳出です。

▲行財政改革委員会

　自立した館山市を確
立するためには、必ず
実現しなければならな
い取り組みです。

５ だん暖たてやま ４平成17年11月１日

せら知お

140億 円 

150億 円 

160億 円 

170億 円 

平成 17年度 平成 18年度 平成19年 度 平成2 平成2 平成20年 度平 1年 度 2年 度 

歳入（ 改革ベ ース ） 
歳入（ 現状ベ ース ） 
歳出（ 改革ベ ース ） 
歳出（ 現状ベ ース ） 

44.3億 

3.9億 

6.33億 

6.3億 

9.0億 

4.2億 

1125億 

1.9億 

歳入 歳出比較表 （現 状ベ ース ・ 改革ベース ） 

※ H17年 度からの 
　 削減 額合 計 
 　 　約 32億円 

※　 H17年 度か らの 
　　財 源不足 額合計 
　　　約 17億円 

（ （削 減 額） 

（財 源不足 額） 

00.2億 



市では平成14年７月から、燃せるごみの指定袋制を導入しています。導入前の平成12年度（ペットボ
トル・白色トレイは13年度）と、導入後の平成16年度までのごみの搬入量などをお知らせします。　燃せ
るごみについては、ごみステーションへの搬出量は、減少傾向にあります。不燃ごみについても、家電４
品目（エアコン、洗濯機、テレビ、冷蔵庫・冷凍庫）とパソコンのリサイクル法ができたことにより、収集量、
搬入量ともに減少しています。
問合せ／環境保全課（�22-3354）

ごみ処理にかかる財源として指定袋
の手数料が約７千万円、自己搬入手数料
が約４千万円、市債やその他の歳入で約
７百万円、それ以外の約７億２千万円が
一般財源（税金）から支出されています。

ごみの量は指定袋導入により減少傾向

燃せるごみの指定袋導入前と平成１６年度のごみの量を比較

燃せるごみについては指定袋を導入してから、清掃センターへの搬入量合計で約15％、ごみステーショ
ンに出された量だけだと約21％減少しています。
不燃ごみについては飲料容器がビンや缶からペットボトルに移っていることや、家電4品目（エアコン、

洗濯機、テレビ、冷蔵庫・冷凍庫）とパソコンを収集しなくなったために、約34％減っています。

各資源ごみの再資源化の状況

古紙類は1.5倍に　　　　　紙パックは1.4倍に増加　　　ペットボトルは1.6倍に
�

ご
み
処
理
に
か
か
っ
た
経
費

平
成
16
年
度
の
ご
み
処
理
経
費
は
約
８
億
３
千
万
円
で
し
た
。内
訳
は

燃
せ
る
ご
み
の
処
理
に
約
６
億
８
千
万
円
、不
燃
ご
み
の
処
理
に
約
１
億

円
、資
源
ご
み
の
処
理
に
約
５
千
万
円
か
か
り
ま
し
た
。ま
た
、収
集
運
搬

に
か
か
っ
た
経
費
は
約
２
億
７
千
万
円
、選
別
や
中
間
処
理
な
ど
に
か

か
っ
た
経
費
は
３
億
９
千
万
円
、埋
立
な
ど
の
最
終
処
分
に
か
か
っ
た
経

費
は
１
億
７
千
万
円
で
し
た
。

平成16年度再資源化量は平成12年度に比べて、古紙類は50％、飲料用紙パックは40％それぞれ増えて
います。（ペットボトル・白色トレイは分別収集が始まった13年度との比較）
金属類・ガラス類の再資源化量は減少しています。
飲料用紙パック、古紙類、食品用白色トレイ、ペットボトルは資源ごみです。これからも燃せるごみに

混ぜて出さないで、それぞれの資源ごみの収集日に出して下さい。

ごみの処理にかかる財源は

ごみの減量化
ごみのないまちを目指して

７ だん暖たてやま ６平成17年11月１日

集特

0

500

1,000

1,500

単位　 ｔ 

金属 類再資源化量 

ｱﾙ ﾐ 111 111 
鉄 1,176 594 

12年 度 16年 度 

 

0

500

1,000

単位　 ｔ 

ガラ ス 再資源化 量 

その他ガ ラス 122 81 

茶色ガラス 259 242 

ガラ ス 229 223 

12年 度 16年 度 

  

0 

1, 00 0 

2, 00 0 

3, 00 0 

4, 00 0 
単位 ｔ 

不燃 ごみ 搬入 量 

ガラ ス直接搬入 10  7   

ガラ ス収 集 839  715  

金 属直接搬入 764  234  

金 金属 属収 収集 集 2, 130  1 , 515  

12年 度 16年 度 

0

1,000

2,000

3,000

単位 
ｔ 

古紙 

古 古紙 紙 1,680 2,535 

12年 度 16年 度 

 

0

5

10

15

単位 
　ｔ 

紙パッ ク 

紙 紙パ パッ ック 8 11 

12年 度 16年 度 

 

0

100

200
単位 
ｔ 

ペッ トボトル ・白 色ト レイ 

白色 トレ イ 8 5 

ペ ット ボト ル 84 133 

13年 度 16年 度 

0 

5,000 

10,000 

15,000 

20,000 

25,000 

単位ｔ  

燃せるご み搬入 量 

直接搬 入 6, 97 2    6, 9 31 

ｽﾃｰｼｮﾝ 収集 1 6, 2 27 12 ,8 39 

12 年度 16 年度 

収集・中間 処理・ 最終処 分別 で 
見る処理 費 （単位千円） 

中間処 理 
386,289

最終処 分 
 173,880  

収集 
273,775

  

ごみの種類 別の処 理費 
（単位 千円） 

可燃 ごみ 
683,906

不燃 ごみ 
104,７60

資源 ごみ 
45,278 

ごみ処理経 費歳入 の内訳 
（単位千円） 

ごみ 収集 
手数料 
（指定 袋） 
70,464

自己搬 入 
手数料 
37,724
地方債 
6,200

その他歳 入 
 637

一般財 源 
 718,919
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集特

選 
別 
・ 
圧 
縮 
梱 
包 

破砕性の 
燃せるごみ 

   燃せるごみは清掃セ ン 
ターで焼却処理されます。 
ふとんなどの大きなご み 
はそのままでは処理で き 
ないので破砕機で細かく 
されます 。 

金属類や粗大ごみは処 
理施設で鉄・アルミ・可燃 
ごみなどに選別されます。 

  ガラス類は、処理施設で 
リサイクルできるものは色 
別に選別され、カレット 化 
（細かく砕くこと）されて リ 
サイクル施設へと運ばれ 
ます 。 

   ペットボトルは、つぶ し 
て梱包されて、リサイクル 
施設へ運ばれます。 

   白色トレイは、洗浄さ れ 
ているか確認した後で、 あ 
る程度の重さで袋に詰 め 
られて、リサイクル施設へ 
運ばれます。 

不燃ごみ 
（ガラス類） 

ペットボトル 

最 
終 
処 
分 
場 

中 
間 
処 
理 
施 
設 

燃せるご み 

粗 
大 
ご 
み 
処 
理 
施 
設 

選 
別 
・ 

カ 
レ 
ッ 
ト 
化 

再 
資 
源 
化 

選 
別 
・ 
圧 
縮 

古紙類 
（新聞、 
雑誌、 
ダンボー 
ル） 

飲料用 
紙パック 

白色トレイ 

  古紙類、飲料用紙パッ ク 
は委託業者により、中 間 
処理施設へ運ばれ、 圧 
縮・梱包されて、リサイ ク 
ル業者へ運ばれます。 

中 
間 
処 
理 
施 
設 

中 
間 
処 
理 
施 
設 

ごみ・リサイクルの流れ  

   清掃センターで発生した焼 
却灰は、現在は業者に委託 
してエコセメントとしてリサイク 
ルしています 。 

   再資源化で きないも のは最 
終処分場で埋立てられてい ま 
す。 

  粗大ごみ処理施設で選別さ 
れた鉄・アルミは圧縮されて 、 
リサイクル業者へ運ばれま 
す。 

不燃ごみ 
（金属類） 
粗大ごみ 

エ 
コ 
セ 
メ 
ン 
ト 
化 

再 
資 
源 
化 

焼 
却 
処 
理 

金属類 

   ガラス類は再びビンや、ブ 
ロックなどに、リサイクルされ 
ます 。 
   新しく作られるビンの原料 
の90％は、カレットです 。 

   回収されたペットボトルは、 
ペットボトルやシャツ、プラス 
チック製品などにリサイクルさ 
れます。 
   白色トレイは、ほぼ100％、 
白色トレイへとリサイクルさ れ 
ています 。 

   １㍑入り飲料用紙パック６ 
枚から、トイレットペーパー １ 
個が作れます。 
   古紙を約１トン、リサイクル 
すると、直径14ｃｍ高さ８mの 
木を20本守ることが出来ま 
す。 

リサイクルできないもの 

再 
資 
源 
化 

再 
資 
源 
化 

再 
資 
源 
化 

再 
資 
源 
化 

選 
別 
・ 

圧 
縮 
梱 
包 

選 
別 
・ 

梱 
包 

アル ミ 

鉄 

収集運搬費 
194,646千円 

中間処理費 
325,023千円 

最終処分費 
164,237千円 

収集運搬費 
54,810千円 

中間処理費 
29,078千円 

最終処分費 
9,237千円 

 収集運搬費 
11,088千円 

中間処理費 
20,790千円 

再資源化費 
58千円 

収集運搬処理費 
13,231千円 

処理費 
111千円 

再資源化費 
348千円 

中間処理費 
11,287千円 

清
掃
セ
ン
タ
ー 



ふ
れ
あ
い
シ
ョ
ッ
プ
平
砂
浦
開
店
１
周
年

　9月25日、フラワーライン入口のふれあいショップ平砂浦が開店1年を迎

え、先月1日には記念式典を開催、感謝祭として南総みよし烈華隊のよさこい

ソーランの演舞が披露され、新米の特売などに多くの人が集まりました。

　ふれあいショップ平砂浦は年中無休、午前９時30分から午後５時まで営業

しています。

　問合せ／ふれあいショップ平砂浦(�28-3111）、

              中里ワークホーム（�28-2422）

社
会
福
祉
法
人
安
房
広
域
福
祉

会
で
は
昭
和
62
年
、安
房
地
域
で

初
め
て
知
的
障
害
者
援
護
施
設

「
中
里
の
家
」を
開
所
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、障
害
者
の
自
立
と
社
会

参
加
を
目
指
し
た
授
産
施
設「
中

里
ワ
ー
ク
ホ
ー
ム
」を
平
成
７
年

に
開
所
し
ま
し
た
。

ふれあいショップ平砂浦

中里の家、中里ワーク
ホーム

現
在
、中
里
の
家
に
は
18
歳
以

上
の
80
人
が
入
所
し
、生
活
の
充

実
と
社
会
参
加
を
目
指
し
た
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、安
心
し
て
生

活
で
き
る
施
設
を
目
指
し
て
い
ま

す
。ま
た
木
工
、作
陶
、縫
製
、農
園

作
業
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

中
里
ワ
ー
ク
ホ
ー
ム
に
は
18
歳

▲中里ワークホーム

中
里
ワ
ー
ク
ホ
ー
ム
で
は「
生

活
に
必
要
な
知
識
を
学
び
、就
労
・

社
会
的
自
立
を
め
ざ
す
」こ
と
を

目
標
に
、仕
事
を
社
会
参
加
と
自

立
を
め
ざ
し
た
学
習
の
場
あ
る
い

は
職
業
と
し
て
と
ら
え
、利
用
者

中里の家・中里ワークホームが運営

以
上
の
30
人
が
入
所
、20
人
が
通

所
に
よ
り
作
業
に
従
事
し
て
い
ま

す
。自
活
に
向
け
て
の
仕
事
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、地
域
で
生
活

で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。両
施
設
で
は「
一
人
ひ
と
り
を

尊
重
し
、生
き
る
豊
か
さ
を
追
求

す
る
」方
針
の
も
と
、障
害
の
あ
る

人
の
社
会
参
加
へ
向
け
て
の
援
護

を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
里
ワ
ー
ク
ホ
ー
ム
の
事
業
展
開

一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
日
常

生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

主
な
事
業
と
し
て
、ベ
ン
チ
や

テ
ー
ブ
ル
、木
製
玩
具
な
ど
の
製

作
を
行
う
木
工
事
業
、そ
ば
や
う

ど
ん
、ラ
ー
メ
ン
な
ど
を
生
産
す

る
製
麺
事
業
、米
、野
菜
な
ど
農
作

物
の
栽
培
と
加
工
品
の
生
産
を
行

う
農
産
加
工
事
業
の
３
つ
が
授
産

事
業
の
中
心
で
す
。そ
の
収
益
は

作
業
に
従
事
し
た
人
た
ち
に
賃
金

と
し
て
支
払
わ
れ
、障
害
者
の
勤

労
意
欲
の
育
成
、ま
た
技
術
の
習

得
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

中
里
ワ
ー
ク
ホ
ー
ム
で
は
こ

の
ほ
か
社
会
参
加
促
進
の
た
め
、

外
出
や
旅
行
の
サ
ポ
ー
ト
、運
動

会
や
夏
ま
つ
り
な
ど
の
行
事
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

城まつりにも出店

▲城まつりにも自家製ラーメンで出店

中
里
ワ
ー
ク
ホ
ー
ム
で
は
、生

産
し
た
製
品
の
販
路
拡
大
を
検
討

す
る
中
で
自
分
た
ち
の
お
店
を
持

ち
た
い
と
い
う
希
望
か
ら
、ふ
れ

あ
い
シ
ョ
ッ
プ
開
店
が
決
ま
り
ま

し
た
。職
員
で
何
度
も
集
ま
り
、ど

の
よ
う
な
店
を
め
ざ
す
の
か
検
討

を
重
ね
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、福
祉
施
設
が
経
営

し
て
い
る
こ
と
を
前
面
に
出
す
の

で
は
な
く
、ま
ず
は
地
域
の
人
に

気
軽
に
寄
っ
て
も
ら
え
る
店
づ
く

り
を
目
指
す
こ
と
と
し
、木
工
製

品
や
生
め
ん
な
ど
ホ
ー
ム
の
生
産

品
と
と
も
に
、日
常
家
庭
で
使
う

花
き
や
米
、農
産
加
工
品
な
ど
や
焼

き
た
て
の
パ
ン
や
コ
ー
ヒ
ー
な
ど

も
取
り
扱
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、店
頭
に
は
中
里
ワ
ー
ク

ホ
ー
ム
で
作
っ
た
い
す
や
ウ
ッ
ド

デ
ッ
キ
を
並
べ
、気
軽
に
休
憩
で
き

る
よ
う
に
し
、ワ
ー
ク
ホ
ー
ム
製
造

の
生
め
ん
を
使
っ
た
ラ
ー
メ
ン
や

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
な
ど
の
軽
食
を

用
意
し
て
い
ま
す
。　
　
店
内
に
は

周
辺
の
観
光
施
設
な
ど
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
用
意
し
、観
光
客
を
案
内

す
る
観
光
拠
点
の
一
つ
と
し
て
も

機
能
し
て
い
ま
す
。

ふれあいショップの運営は、
施設利用者の中から現在12人が
交代で勤務しています。施設内
の作業と違い、お客様と直接ふ
れあえることで、みんないきい
きと働いており、以前と比べ積
極的になったように思えます。

みんながんばっています
「ふれあいショップ平砂浦」に
ぜひ、お越しください

1年、試行錯誤の中やってきた反省をもとに、より内容
を充実させていきたいと思います。店の下の畑にも利用者
の作業でポピーの苗を植えました。草取りなど根気の要る
作業を得意としている人、植え付けを行う人が分業で作業
しました。暮れから正月にかけて美しく咲いたポピー園で
花摘みができると思います。
中里に関係するいろいろな人の努力の成果がふれあい

ショップ平砂浦へと結びつきました。年中無休でみなさん
のお越しをお待ちしています。また、12月3日（土）には
中里恒例のふれあい祭りを開催します。両施設で製作した
作品の展示即売など多くの催しが予定されていますので、
こちらにもぜひお越しください。
　　　　　　　　岡田義之　中里ワークホーム施設長 農産加工品の製造

木工部でベンチの組み立て

▲季節により変わる明るい店内

にぎわう店内

▲ふれあいショップ平砂浦正面

▲木工製品（パイン収納ラック）

記念式の様子

木工加工作業（ベンチ）

安
房
地
域
の
知
的
障
害
者
援
護
を
担
う
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保
険
料
は
金
融
機
関
、コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の
窓
口
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
で

納
め
る
方
法
や
、口
座
振
替
に
よ

る
方
法
が
あ
り
ま
す
。口
座
振
替

は
、毎
月
納
付
で
も
当
月
末
振
替

に
よ
る
割
引
が
あ
り
、大
変
有
利

で
す
。

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
に

は
、①
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

た
期
間
、②
保
険
料
の
免
除
を
受

け
た
期
間
、③
学
生
納
付
特
例
や

若
年
者
納
付
猶
予
を
受
け
た
期

間
、④
第
３
号
被
保
険
者
の
届
出

を
し
た
期
間
、⑤
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
の
加
入
期
間
、⑥
合
算
対

象
期
間（
任
意
加
入
で
き
る
期
間

に
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
期
間
な

ど
）の
合
計
が
、原
則
25
年
以
上

あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

　
日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
か
ら

60
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
人
は
、国

民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。学
生
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
保
険
料
を
納
め
忘

れ
る
と
、事
故
や
病

気
で
障
害
が
残
っ
て

も
障
害
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
ば
か

り
か
、将
来
の
老
齢

基
礎
年
金
も
減
額
さ

れ
ま
す
。

納
め
ら
れ
な
い
場

合
は
、免
除
申
請
や

若
年
者
納
付
猶
予
、

学
生
の
場
合
は
学
生

納
付
特
例
が
申
請
で

き
ま
す
。

国
民
年
金 

み
ん
な
で
支
え
る 

明
る
い
老
後

国
民
年
金
は
、現
役
世
代
が
高
齢
世
代
を
支
え
る「
世
代

と
世
代
の
支
え
合
い
」で
す
。「
今
は
ま
だ
、先
の
こ
と
」と

思
っ
て
い
て
も
、あ
な
た
も
い
つ
か
は
高
齢
者
。

11
月
は
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
と
し
て
、制
度
の
趣
旨

や
し
く
み
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
の
広
報
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

問
合
せ
／
市
民
課
保
険
年
金
係（
�
22
―
３
４
１
８
）

20
歳
に
な
っ
た
ら

　
　
　
　
加
入
し
て

保
険
料
の
納
付
を

　
　
　
　
　
忘
れ
ず
に

　木更津社会保険事務所が市役所に出張し
て、厚生年金の請求や年金一般の相談に応
じます。
　相談には必ず年金手帳をご持参ください。
代理人は、委任状と代理人の身分を証明でき
るものが必要です。
 日程／毎月第３木曜日
　　　午前８時30分から正午まで受付
　　（来庁者多数の場合、定刻前で受付終了）
 場所／館山市役所

木更津社保の出張年金相談

原
則
25
年
以
上

　
　
　
　
必
要
で
す

60
歳
以
降
も

　
　
　
加
入
で
き
ま
す

年
末
調
整
、確
定
申
告
に
は

　「
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
」が
必
要

所
得
税
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、平
成
17
年
分
の
所
得
の
申
告

か
ら
、国
民
年
金
保
険
料
を
社
会

保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場

合
に
、１
年
間
に
納
付
し
た
国
民

年
金
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類
を

添
付
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
た
め
、生
命
保
険
会
社
な

ど
か
ら
送
付
さ
れ
る
控
除
証
明
書

と
同
様
に
、１
年
間
に
納
付
し
た

国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す

る「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険

料
）控
除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）が
、

社
会
保
険
庁
か
ら
11
月
初
旬
に
送

付
さ
れ
ま
す
。年
末
調
整
ま
た
は

確
定
申
告
の
手
続
き
の
際
は
、必

ず
こ
の
証
明
書
や
領
収
証
書
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、申
告
を
行

う
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。証

明
書
に
つ
い
て
の
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
／
�
０
５
７
０
―
00
―
９

９
１
１

老齢基礎年金
   （満額）
障害基礎年金
（一級障害）
障害基礎年金
（二級障害）
遺族基礎年金
（妻と子１人）

　794,500円

　993,100円

　794,500円

1,023,100円

今年度の年金額（基礎年金）

国
民
年
金
に
は
、60
歳
に
な
る

ま
で
加
入
で
き
ま
す
。し
か
し
、

そ
れ
ま
で
に
納
め
て
い
な
い
期
間

が
あ
っ
て
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ

な
い
、あ
る
い
は
受
け
取
る
年
金

額
を
増
や
し
た
い
人
は
、60
歳
以

降
も
任
意
加
入
で
き
ま
す
。

任
意
加
入
の
手
続
き
は
、市
役

所
で
行
い
ま
す
。受
け
取
る
額
を

増
や
し
た
い
人
は
65
歳
ま
で
、年

金
受
給
権
に
満
た
な
い
人
は
最
高

70
歳
ま
で（
昭
和
40
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
）加
入
で
き

ま
す
。

　
県
で
は
、９
月
か
ら
小
児
を
持

つ
保
護
者
の
不
安
解
消
と
適
切
な

受
診
判
断
に
よ
る
救
急
医
療
の
適

正
な
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、千

葉
県
医
師
会
運
営
に
よ
る「
こ
ど

も
急
病
電
話
相
談
」を
始
め
ま
し

た
。

　
急
な
病
気
の
時
は
医
師
に
受
診

し
た
方
が
良
い
の
か
、様
子
を
見

て
い
て
大
丈
夫
な
の
か
、小
児
科

医
や
看
護
師
が
電
話
で
ア
ド
バ
イ

ス
し
ま
す
。

　
相
談
日
時
／
土
・
日
曜
日
、祝

日
、振
替
休
日
、12
月
29
日
〜
１
月

３
日
　
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７

小
児
救
急
の
電
話
相
談
窓
口

時
〜
10
時

　
電
話
番
号
／
＃
８
０
０
０

（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
の
固
定
電
話
の

場
合
）か
�
043
―
242
―
９
９
３
９

小
児
科
医
や
看
護
師
が
ア
ド
バ
イ
ス

社 労 士 110番
　千葉県社会保険労務士会では、無料電話相
談会を開催します。賃金、解雇、年金、労災保
険、雇用保険、社会保険などの質問や疑問に社
会保険労務士が応えます。
　日時／11月10日（木）、11日（金）
　　　　9:00～17:00
　専用ダイヤル／�043－222－4864
　問合せ／千葉県社会保険労務士会（�043
－241－6002）

茶
室
「
雁
月
庵
」
で
紅
葉
茶
会

　
城
山
公
園
の
茶
室「
雁
月
庵
」で

は
、11
月
27
日（
日
）午
前
10
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で
紅
葉
茶
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
料
金
は
、お
菓
子
と
お
茶
で
一

服
300
円
で
す
。

　
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課（
�
22

―
３
６
９
８
）

　毎年11月12日から25日は、「女性に対する
暴力をなくす運動」期間です。
　夫による妻への暴力やセクハラ、ストー
カーなどの女性をめぐる各種人権問題につい
て、全国一斉に人権擁護委員が「女性の人権
ホットライン」を通じて相談に応じます。
　日時／11月20日(日)　10:00～17:00
　対応者／千葉県人権擁護委員連合会　女性
人権擁護委員（弁護士を含む）
　専用ダイヤル／�043－247－9922
　問合せ／千葉県人権擁護委員連合会事務局
（�043－247－3555）

女性の人権
　ホットライン

「
都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
」に
伴
う
現
地
調
査

　
国
土
交
通
省
が
実
施
す
る「
都

市
再
生
街
区
基
本
調
査
」の
一
環

と
し
て
、現
地
調
査
を
行
い
ま

す
。今
回
の
調
査
で
は
、原
則
民

有
地
に
は
立
ち
入
り
ま
せ
ん
。

　
調
査
期
間
／
12
月
〜
来
年
３
月

　
対
象
地
域
／
館
山
・
北
条
・
那

　
国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、９

月
か
ら『
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
』を
開
設
し
、専
門
の
担
当

者
が
国
の
教
育
ロ
ー
ン
に
関
す
る

問
合
せ
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
国
の
教
育
ロ
ー
ン
は
、入
学
金

や
授
業
料
な
ど
入
学
時
や
在
学
中

に
必
要
と
な
る
資
金
を
融
資
す
る

公
的
な
制
度
で
、公
庫
の
ほ
か
最

寄
の
銀
行
、信
用
金
庫
、信
用
組

合
、労
働
金
庫
、農
協
、漁
協
で
取

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
開
設

古
・
館
野
各
地
区
の
一
部

　
調
査
内
容
／
公
共
基
準
点
、官

民
境
界
杭
な
ど
の
状
況
調
査

　
問
合
せ
／
独
立
行
政
法
人
　
都

市
再
生
機
構
　
千
葉
地
域
支
社
都

市
再
生
企
画
室（
�
043
―
296
―
７

２
２
６
）

り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
営
業
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後

６
時（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　
業
務
内
容
／
国
の
教
育
ロ
ー
ン

制
度
の
内
容
や
申
込
手
続
き
な
ど

に
関
す
る
電
話
相
談
、パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
の
資
料
請
求
。

　
問
合
せ
／
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー（
�
０
５
７
０
―
０
０

８
６
５
６
、
�
03
―
５
３
２
１
―

８
６
５
６
）

　
館
山
税
務
署
で
は
、給
与
を
支

払
う
法
人
と
個
人
事
業
者（
白
色

申
告
者
）を
対
象
に「
平
成
17
年
分

年
末
調
整
等
説
明
会
」を
開
催
し

ま
す
。給
与
事
務
担
当
者
の
出
席

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
日
時
／
11
月
14
日（
月
）①
午
前

10
時
か
ら
正
午
、②
午
後
１
時
30

年
末
調
整
等
説
明
会
を
開
催

分
か
ら
午
後
３
時
30
分

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
対
象
／
概
ね
午
前
の
部
に
館

山
、北
条
、那
古
、船
形
地
区
、午
後

の
部
に
午
前
の
部
以
外
の
地
区
と

し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
館
山
税
務
署
源
泉
所

得
税
担
当（
�
22
―
１
０
６
７
）
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★11/20(日）は「図書館まつり」へ集合！
   今年も今月20日、午前9時から午後５時まで、図書館まつりを開催します。
   本や図書館との出会いの場です。たくさんのご来館をお待ちしています。
○本のリサイクル市
    みなさんからお預かりした不用本を無料でお分けします。
　 探していた本、思いがけない本、懐かしい本に出会えるチャンスです。
○企画展示「みんなだいすき！ぐりとぐら」
    おなじみの絵本「ぐりとぐら」シリーズの絵本や関連書籍等を展示します。
    また、４月から月替わりで児童室前に掲示している、折り 紙で作るぐりとぐらの
 壁面飾りをすべてお見せします。
○おはなし会（14：00～ 集会室にて）
    毎週行われているおはなし会ですが、この日はパワーアップ。盛りだくさんの内容
 でお届けします。本やおはなしの世界を楽しみましょう。

　前回に続き、 男性アンケートの結果の分析をお
知らせします。今回は男性の更年期症状の要因の一
つとして考えられる、ストレスについて女性の結果
と比較しながら紹介します。ストレスは身体の健康
に影響を及ぼすため、その発散が重要です。ストレ
スについて、家族で話し合ってみましょう。
　問合せ／健康課（�23-3113）

　ストレスは高齢になるほど「ない」と答える人が多くなっ
ています。これはストレスの原因が「仕事」との回答が突出し
ていることによると思われ、特に男性では退職により60歳
代から急激に感じる割合が減少します。
　しかし、ストレスが「発散できない」と答える人も高齢にな
ると増加しており、高齢者の心の問題が感じられます。
　また、女性の30歳代では95％もの人がストレスを感じて
おり、男性に比べストレスを訴える割合が高くなっていま
す。

（男性）

★ストレスの発散方法の男女比較

（女性）

ストレスの発散方法

　ストレスの発散方法には、男女特有の違いが見られます。女性は友人と話をして、買い物をして、おいし
い物を食べる、高齢になると食事と買い物は控えて、旅行に出かける人が増えています。
　男性は運動と外出・旅行などの方法で発散する人が多く、友人と話すなどの方法は若い年齢に見られま
す。また、高齢になると夫婦などで一緒の行動となるせいか女性と同じ傾向に近づくようです。

　

★ストレスを感じますか

（女性）（男性）
ストレスを感じる年代別割合

　男性が体調が悪い時に相談する人は「家族」
「医師」で「友人」はいません。また、男性は
よほど悪くならない限り、家族にも隠したり、
病院に受診しない人もいるようです。

★体調不良の際の相談相手

   この点女性は、友人などに
気楽に相談する人が多く、早
期に対応できることも多いよ
うです。男性の相談相手の選
択肢が少ないことを家族（夫
婦）が理解してあげる事が重
要です。

第
２
回
「
海
辺
の
語
り
部
」

　
市
で
は
、体
が
不
自
由
な
た
め
に

歯
科
医
院
を
受
診
で
き
な
い
人
を

対
象
に
、「
在
宅
歯
科
検
診
」を
行
い

ま
す
。年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
検
診
内
容
／
歯
や
歯
ぐ
き
の
具

合
が
悪
い
、
入
れ
歯
が
ゆ
る
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
、入
れ
歯
の
歯

が
取
れ
て
し
ま
っ
た
な
ど
の
理
由

で
困
っ
て
い
る
人
に
、口
の
中
の

在
宅
の
歯
科
検
診
を
実
施

検
診
や
義
歯
の
調
整
と
応
急
処
置

を
行
い
ま
す
。

　
料
金
／
無
料

　
検
診
日
／
11
月
17
日（
木
）午

前
、12
月
15
日（
木
）午
前

　
問
合
せ
・
申
込
／
健
康
課（
�
23

―
３
１
１
３
）

※
申
込
後
、検
診
前
に
保
健
師
が

訪
問
し
ま
す
。

　
県
立
安
房
博
物
館
と
語
り
部

サ
ー
ク
ル「
さ
く
ら
貝
」で
は
、昨

年
に
引
続
き「
海
辺
の
語
り
部
」を

開
催
し
ま
す
。

　
日
時
／
11
月
19
日（
土
）午
後
１

時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分

　
場
所
／
安
房
博
物
館
会
議
室

　
内
容
／
①「
母
か
ら
聞
い
た
関

東
大
震
災
」②「
く
ら
げ
骨
な
し
」

③「
竜
光
山
に
ま
つ
わ
る
話
」④

「
大
太
法
師（
だ
い
だ
ら
ぼ
っ
ち
）

の
は
な
し
」⑤「
沖
島
の
素
潜
り

漁
」⑥「
房
州
の
鯨
漁
」⑦「
増
間

島
」⑧「
夫
と
海
と
手
話
」⑨「
磯

笛
と
ア
リ
ラ
ン
」
⑩
「
海
は
北

側
？
」⑪「
安
房
節
」

　
参
加
費
／
入
館
料
の
み（
一
般

200
円
、大
・
高
100
円
、中
学
生
以
下

無
料
）

　
対
象
／
小
学
４
年
生
以
上

　
定
員
／
80
人

　
問
合
せ
／
安
房
博
物
館（
�
22

―
８
６
０
８
）

▲語り部サークル「さくら貝」

司書のお勧め本～今月の1冊～

   さかなクン、フルート奏者の深津純子さんに続く３人目の館山
ふるさと大使、画家・石井崇さんの著書です。南スペイン・フェレイ
ローラ村での生活の中で見た、国際色豊かな隣人たちや小さな村
の暮らしの様子が生き生きと綴られており、暖かい色彩の挿絵か
らも、村に住む人々や村そのものの持つ大らかさやぬくもり、人と
人との距離の程よい近さが伝わってきます。
　国の違いや心豊かに生きることについて、しみじみと感じさせ
られる一冊になっています。

11月の休館日　3、７、14、21、23、25、28日

今月の新着図書
・誤読日記

　斎藤美奈子 朝日新聞社

・アースダイバー　

　中沢新一　講談社

・浄土　
こう

　町田康　  講談社

・死神の精度

　伊坂幸太郎　文藝春秋

・ハルばあちゃんの手　　

　　山中恒　　福音館書

幼児向け 4日(10:30から)
児童向け 5、12、20、26日
（2：00から）（19日は無し)

図書館だより④ 館山市図書館（�22－0701）

11月のおはなし会

  「南スペイン、白い村の陽だまりから」　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　石井崇 著  東京書籍

昨年の図書館まつり

15 だん暖たてやま 14平成17年11月１日

せら知お

健康耳より情報 17
知って得する
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いいえ 

（女性） （男性） 
おいしい
ものを食
べる 

買い物を
する 

外出・旅
行をする 

友人と話
す 

運動する 

男性への健康アンケート2

ストレス発散が健康への近道 



住宅名
 笠名

 萱野

 真倉

戸数
 １

 ３

 2

　場　所
館山海上技
術学校付近
国分地内

城山付近

間取り
３ＤＫ

２ＤＫ

３ＤＫ

　 家　賃
12,100
～26,700円
  7,500円
～15,000円
20,700円
～47,400円

　　敷　金
36,300
～  80,100円
22,500円
～  45,000円
62,100円
～142,200円

　構造
準耐火
２階建
準耐火
２階建
中層耐火
３階建

　
市
で
は
、県
か
ら
旧
県
立
高
等

技
術
専
門
校
を
無
償
で
借
り
受

け
、新
た
な
生
涯
学
習
の
拠
点
と

し
て
、来
年
１
月
の
開
館
を
目
指

し
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
施
設
が
、市
民
の
皆
さ
ん

に
親
し
ま
れ
、サ
ー
ク
ル
活
動
や

諸
集
会
な
ど
有
効
に
活
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
に「
愛
称
」を
募
集

し
ま
す
。

　
応
募
資
格
／
市
民

　
応
募
方
法
／
市
役
所
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、各
地
区
公
民

館
に
置
い
て
あ
る
応
募
用
紙
に
必

　　
中
央
公
民
館
で
は
、茶
の
湯
を

体
験
し
、基
本
的
な
作
法
や
日
本

の
文
化
を
学
ぶ「
茶
道
入
門
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
日
時
／
12
月
７
日
、14
日
、21

日
、１
月
11
日
、18
日
、25
日（
い
ず

れ
も
水
曜
日
）午
前
10
時
〜
正
午

　
生
涯
大
学
校
で
は
、来
年
度
の

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
生
涯
大
学
校
は
県
内
に
５
学
園

６
校
舎
が
あ
り
、市
内
の
人
は
南

房
学
園
に
通
学
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
資
格
／
県
内
に
住
む
60
歳
以
上

の
人（
昭
和
21
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
）で
、学
習
成
果
を

地
域
活
動
で
役
立
て
る
な
ど
社
会

参
加
の
意
欲
が
あ
る
人
。

　
南
房
学
園
の
定
員
／
福
祉
科
70

人
、生
活
科
30
人
、園
芸
科
70
人
、

陶
芸
科
25
人

　
授
業
料
／
一
般
課
程
年
額
１
万

８
千
円
、通
信
課
程
年
額
４
千
円
。

　
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。入
居
を
希
望
す
る
人
は
、申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、11
月
30
日（
水
）ま
で
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
募
集
住
宅
／
表
の
と
お
り

　
入
居
資
格
／
市
内
に
住
所
ま
た

は
勤
務
地
が
あ
り
、住
宅
に
困
っ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人
。た

だ
し
、収
入
基
準
に
よ
る
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す
。真
倉
住
宅
の
う

ち
１
戸
は
、身
体
障
害
者
用
住
宅

（
車
椅
子
使
用
可
）の
た
め
、身
体

障
害
者
手
帳
所
持
者
を
含
む
世

帯
の
み
の
募
集
と
な
り
ま
す
。

　
入
居
時
期
／
平
成
18
年
１
月

上
旬（
予
定
）

　
問
合
せ
／
建
設
課
管
理
係（
�

22
―
３
６
３
１
）

※家賃と敷金は、今年度の入居者の最高金額と最低金額です。実際の家賃は、入居
　者ごとの世帯の収入に基づいて決定します。次年度以降の家賃も、毎年申告の
　前年中の収入に基づいて入居者ごとに算定します。

（
実
習
の
教
材
費
な
ど
は
別
途
自

己
負
担
）

　
入
学
案
内
の
配
布
／
市
高
齢
者

福
祉
課
、南
房
学
園
事
務
局
、県
庁

高
齢
者
福
祉
課
で
配
布
し
て
い
ま

す
。郵
送
を
希
望
す
る
人
は
、返
信

用
封
筒（
宛
名
を
記
入
し
140
円
切

手
を
貼
っ
た
角
２
封
筒
）を
同
封

し
、県
生
涯
大
学
校
事
務
局
へ
。

　
募
集
期
間
／
11
月
10
日（
木
）〜

12
月
28
日（
水
）

　
問
合
せ
／
〒
260
―
０
８
０
１

千
葉
市
中
央
区
仁
戸
名
町
666
―
２

県
生
涯
大
学
校
事
務
局（
�
043
―

266
―
４
７
０
５
）、県
庁
高
齢
者
福

祉
課（
�
043
―
223
―
２
３
２
８
）

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
内
容
／
招
か
れ
た
と
き
の
ご
挨

拶
の
仕
方
、和
室
で
の
立
ち
居
振

舞
い
と
作
法
、お
道
具
の
見
方
、お

茶
と
お
菓
子
の
い
た
だ
き
方
な

ど
。

　
対
象
／
市
民
か
市
内
在
勤
の
人

　
定
員
／
20
人（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

　
参
加
費
／
１
回
に
つ
き
200
円

（
お
菓
子
代
）

　
締
切
／
11
月
30
日（
水
）

　
問
合
せ
・
申
込
／
中
央
公
民
館

（
�
23
―
３
１
１
１
）

気軽に作るパン作り教室
日時／12月1日、15日、1月12日、26日、　　　　　
　　　2月2日、16日、3月2日（いずれも木曜日）
　　　10:00～12:30
場所／北条地区公民館(菜の花ホール)
講師／加瀬祐子氏
定員／市民16人（申込多数の場合は抽選）
費用／材料費として1回1,000円程度
締切／11月15日（火）
問合せ･申込／北条地区公民館(�24－1515)

日時／11月29日(火)　8:00～17:00
見学先／国立印刷局飛鳥山博物館ほか
定員／市民40人（申込多数の場合は抽選）
参加費／1,500円
締切／11月15日（火）
問合せ･申込／北条地区公民館(�24－1515)

「日本の文化を学ぶ」

「
茶
道
入
門
教
室
」日
本
の
伝
統
文
化
を
学
ぶ

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

　
講
座
内
容
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

役
割
、災
害
時
の
疾
病
や
外
傷
、傷

病
者
の
管
理
、応
急
処
置（
止
血

法
・
包
帯
法
な
ど
）、心
肺
蘇
生
法

な
ど
の
講
義
と
実
技
。

　
日
時
／
来
年
１
月
21
日
、28
日
、

２
月
４
日
、18
日  

い
ず
れ
も
土
曜

日
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
場
所
／
亀
田
総
合
病
院
　
継
続

救
急
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

介
護
に
役
立
つ
２
つ
の
講
座

◎
介
護
に
役
立
つ「
腰
痛
予
防
」

　
日
時
／
11
月
19
日（
土
）午
後
１

時
30
分
〜
午
後
４
時（
午
後
１
時

か
ら
受
付
）

　
場
所
／
亀
田
医
療
技
術
専
門
学
校

　
講
師
／
新
井
和
博
氏（
理
学
療

法
士
）

　
講
座
内
容
／
体
の
し
く
み
や
腰

痛
の
予
防
法
、対
処
法
な
ど
。

　
受
講
料
／
２
千
500
円

◎
介
護
に
役
立
つ「
食
作
り
」

　
日
時
／
12
月
９
日（
金
）午
前
９

時
〜
午
後
１
時（
午
前
８
時
30
分

か
ら
受
付
）

　
場
所
／
鴨
川
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
講
師
／
根
本
圭
子
氏（
管
理
栄

養
士
）

　
講
座
内
容
／
講
義
、調
理
実
習

　
受
講
料
／
３
千
円

　
申
込
方
法
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
は
が
き

に
郵
便
番
号
、住
所
、氏
名（
ふ
り

那
古
船
形
地
区
学
習
等
教
養
施
設
の「
愛
称
」

要
事
項
を
記
入
。は
が
き
の
場
合

は
、愛
称
名
と
そ
の
簡
単
な
理

由
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業

（
学
校
名
、
学
年
）
、
電
話
番
号

を
記
入
し
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

１
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す

が
、同
一
愛
称
名
の
応
募
は
１
人

１
点
に
限
り
ま
す
。

　
締
切
／
11
月
30
日（
水
）

　
賞
／
優
秀
賞
１
点
、優
良
賞
２

点
、佳
作
３
点
に
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
す
。

　
問
合
せ
・
応
募
先
／
〒
294
―
０

０
４
５
　
北
条
740
―
１
　
中
央
公

民
館（
�
23
―
３
１
１
１
）　

が
な
）、電
話
番
号
、Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

を
明
記
し
申
込
先
ま
で
。後
日
、振

込
書
類
と
会
場
地
図
な
ど
を
送
付

し
ま
す
。

　
問
合
せ
・
申
込
／
〒
296
―
８
６

０
２ 

鴨
川
市
東
町
929  

亀
田
総
合

病
院
継
続
学
習
セ
ン
タ
ー（
�
04

―
７
０
９
９
―
１
１
６
５
、Ｆ
Ａ

Ｘ
04
―
７
０
９
９
―
１
１
９
５
）

学
習
セ
ン
タ
ー

　
対
象
／
65
歳
ま
で
の
人
。18
歳

以
下
は
保
護
者
の
承
諾
が
必
要
。

　
定
員
／
25
人

　
教
材
費
／
３
千
円

　
申
込
期
間
／
12
月
１
日（
木
）か

ら
申
込
開
始
、定
員
に
な
り
次
第

終
了
。

　
申
込
方
法
／
往
復
は
が
き
に
住

所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、性
別
、生

年
月
日
、電
話
番
号
、職
業（
勤
務

先
）、返
信
用
あ
て
先
を
明
記
し
申

込
先
へ
送
付
。

　
問
合
せ
・
申
込
／
〒
296
―
８
６

０
２
　
鴨
川
市
東
町
929
　
亀
田
総

合
病
院
継
続
学
習
セ
ン
タ
ー（
�

04
―
７
０
９
９
―
１
１
６
５
）

　
日
時
／
11
月
６
日（
日
）午
前
９

時
か
ら
午
後
３
時

　
場
所
／
館
山
海
上
技
術
学
校
、

海
上
自
衛
隊
前
の
練
習
船
係
留
桟

橋　
内
容
／
体
験
航
海
、各
種
模
擬

店
、作
品
展
、バ
ザ
ー
、バ
ン
ド
演

奏　
問
合
せ
／
館
山
海
上
技
術
学
校

（
�
22
―
１
９
１
２
）

海
上
技
術
学
校
で
　

「
海
校
祭
」を
開
催

千
葉
県
男
女
共
同
参
画

　
　
　
　
　
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
日
時
／
11
月
13
日（
日
）第
１

回
午
前
11
時
〜
正
午
、第
２
回
午

後
３
時
か
ら
午
後
４
時

　
場
所
／
帝
京
平
成
大
学（
市
原

市
潤
井
戸
２
２
８
９
―
23
、
�
０

４
３
６
―
74
―
５
５
１
１
）Ｊ
Ｒ

蘇
我
駅
か
ら
無
料
送
迎
バ
ス
で
約

25
分

　
内
容
／「
思
春
期
・
青
年
前
期

の
若
者
に
と
っ
て
の
男
女
共
同
参

画
と
は
」

　
問
合
せ
／
松
浦（
�
080
―
５
０

５
８
―
９
２
４
７
）、松
崎（
�
090

―
３
５
４
４
―
９
８
２
４
）

▼真倉市営住宅

▼那古船形地区学習等教養施設（館山市船形）
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集募

生
涯
大
学
校
で
来
年
度
の
学
生


